

農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第142号

	お知らせの
タイトル
	農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第142号が発刊されました

	[bookmark: _Hlk89948011]概　　要
	農水省が平成２８年７月１５日に創刊した「農村ふるさと保全通信」は、多面の活動組織のネットワーク形成や、国民の皆さんへの理解醸成を推進することを目的としたメールマガジンです。
多面的機能支払の活動組織の紹介や、地域資源保全の新技術などの情報を月1～2回程度配信しています。（最新号は2024.10.18発刊の第142号です。）
バックナンバーについては、農水省のＨＰよりご覧になれます。

	


内　　容




	　
第１４２号の目次

1． 活動組織の活動紹介

☆滝 (たき)ノ (の)鼻 (はな)地区農地・水・環境保全会（京都府相楽郡 (そうらくぐん)精華町 (せいかちょう)）☆
自治会や子供会と連携することで、地域ぐるみで共同活動が実施されています！

☆清水 (しょうず)集落活動組織（富山県富山市）☆
イノシシ対策や耕作放棄地の復元を行うことで、営農環境の維持に努めています！

2． 代表者へのインタビュー　

☆匝瑳 (そうさ)里地里山保全会（千葉県匝瑳 (そうさ)市）☆
トウキョウサンショウウオをシンボルとして、環境保全の取組に力を入れています！活動組織の代表者の方にインタビューを行いました！

☆沖 (おき)の津留 (つる)地区保全管理組合（大分県佐伯市 (さいきし)直川 (なおかわ)）☆
昔ながらの風景を守りたいという想いの下、平成19年から本交付金を活用した共同活動を実施しています。活動組織の役員の方にインタビューを行いました！

３. 活動組織の活動の啓発・普及紹介

☆国東 (くにさき)地域広域協定・中田 (なかだ)地区（大分県国東市 (くにさきし)国東町 (くにさきちょう)）☆
写真を多用した広報誌を回覧し、日々の共同活動や役員会などの内容を構成員に共有しています！

【編集後記】　　　　　　　　　　　　　　
以　　上



